


























































場所 各対象者の自宅､もしくはポーランド南部クラクフ･カティン遺族会事務所 (住所 ul
RzeえnlCZa2a.31･540.Krak6W,Polska)
人数 13人 (男性 1人､女性12人)
















①マリア ･シェミンスカ ./くべシュ (MarlaSlemlnSka-Paperz)
1932年2月11日生､モ ドリン (Modln)､戟争勃発当時 (1939年時点)7歳､
父親 ル ドヴイク ナポレオン シェミンスキ (LudwlkNapoleonSlemmSkl)




1902年1月18日生まれ､ザルジェ (Zarudzle)､殺害当時38歳､職業 裁判官 (陸軍中佐 予備軍)
③マグダレナ プゾフスカ (MagdalenaBzowska)
1939年7月16日生､クラクフ (Krak6W)､戦争勃発当時15ケ月､
父親 イエジ ･ブゾフスキ (JerzyBzowskl)







カティンの森可Ⅰ件の逝族に対するインタビュー 調査結果 岡野 碍子
1913年8月1日生､シフイエジョバ(SwlerZOWa)､戦争勃発当時26歳
夫 ユゼ7.クシャノブスキ (J6zefKrzanowskl)
1909年3月1日生､サンボル (Sambor)､殺害当時30歳､職業 技師 (一般民の犠牲者)
⑤ミハリナ ビアウェツカ (MIChallnaBlatecka)
1925年9月9日生､スウコピッエ(SulkowICe)､戦争勃発当時14歳
父親 ミハウ ヴワジスワフ･カニク (MIChatWIadystawKanlk)
1895年8月16El生､リバジョピッエ(RybarzowICe)､殺害当時45歳､職業 警官
⑥ヤ ドヴイガ ･グジブ (JadwlgaGrzyb)
1926年1月6日生､パルチンツェ (Palczyhce)､戦争勃発当時13歳
父親 ヤクプ クリマ (JakubKlma)





















父親 ポフグン ザクシェフスキ (BohdanZakrzewskl)









父親 ヤン フリドレヴイソチ (JanFrydlewICZ)








1899年10月26日生､ダウガ7ピルス ラトビア (Dyneburg)､1940年当時41歳､職業 ヴイリこュス




























































































































































































































































6 ァダム マノェドンスキ(AdamMacedotlSkl),1931年- クラクフのカティン過扶余を立ち上げた者のうちの一
人｡
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カティンの森事件の避族に対するインタビュー 調査結果 岡野 詩子
へウトフスカさん ポーランド人は､発掘作業､3か所の墓地の建設など今までたくさんのことをし
てきたOロシアは何もしていないo全く無実の者たちに (ドイツ)に罪を被せるのは然るべき事でな
い｡スターリンはたくさんのロシア人を殺害したが､ポーランド人犠牲者の方が少ないというロシア
の議論は道徳的ではない｡一度､ロシアは犯行を認めたが､今ではカティン事件は戦争で起きたこと
であり､もう過ぎたことだと述べているのが理解し難いO国際裁判に持ち込みたいO
ソリンスカさん カティン事件を二国間の対立に持ち込むには､ロシアは強大すぎる｡ポーランドは
真相解明に向けて行動もできない｡戦争､占領はもうたくさんだ.今後も追悼を続けていくべきだO
ポーランド国内では､国の権力者同士で対立が起きているため,カティン事件に関しては何の進展も
ない｡迎族会はいずれ国際裁判-持ち込もうとしている｡自分はロシアに友好を示すことができない.
なぜならロシアはカティン事件をもう過ぎてしまったことと述べているからだ｡
マルスカさん 墓地へ行けるようになったのはよかったが､事実が全て明らかにされていない以上,カ
ティン事件はまだ終わっていない｡ロシアはポーランドの政治に意見をし､いつも反発してくるとこ
ろに恐怖を感じるO
ポッドグルチクさん 共産主義体制崩壊後の体制の中でもロシア社会は貧しく思える｡ポーランドと
ロシアは絶えず隣国同士で､良い関係を築いていくべきだo
･ピコプニア
チェシェ)レスカさん 共産主兼時代にソ連国民だけではなく､他民族に対しても抑圧をしていたとい
う事実を､ソ連､ロシア､そしてロシア人はその歴史認識の共有をするべきだ｡ポーランドにとって
ロシアはいつも脅威である｡現在もロシアは､とりわけポーランドとの関係において､ソ連の抑圧に
関する証拠資料を未だ帽しているO私たちの国の関係が変わらない限り､良い方向-進むことができ
ないだろう｡共産主義が崩壊しただけでは十分でないのは事実である｡ソ連やポーランド人民共和国
による犯罪へ対する判決や非難がないからである｡シベリア､カザフスタンにいたロシア人は移送さ
れてきたポーランド人に手助けをしていたO良い人々であると同時に貧しい人々であるOしかしなが
ら彼らには､歴史の控道や共産主義下での教育のせいで､歴史的な知識は欠けているO自分は共産主
義が崩壊して嬉しいが､まだその非人道的な体制に対する暗算はなされていない｡いつかまたこの体
制に戻るのではないかと恐れている｡
･コジェルスク収容所から生還
シェグロ7スカさん ポーランド人家族だけではなくロシア人家族への臆個の問題等から､ロシア政
府は許さなかったが､ロシア人はかつて墓地を建設したCこれから先50年後にはカティンの文書は全
部公開されるだろうと予想している｡まだ調査が完全に終わっていないウクライナやベラルーシの現
場も調査され､より多くのことが知られるようになるだろうと考えている｡連合国は､ポ-ランド亡
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命政府から1943年4月13E】以前にポーランド人将校はもう生きてはいないと知っていた｡カティンは
ロシア人にとっても重要であるべき｡なぜなら､彼らにもスターリンによる犯罪があり､それを明ら
かにしていかなければならないから｡1970年代に夫が客員教示としてドウプナ (Dubna モスクワ州
の都市)へ招かれるQそこで､ロシア人や西側詣E]の人々と交流を持った｡自分の意見としては､ロ
シア人が全員悪いわけではなく､カティン事件はNKVDの犯行である｡ロシア人と交流を持ち始めて
からこう思うようになったOそして､ロシアは未だに消息の分からないポーランド人の捜索をするべ
きだO
4 インタビューを終えて
本インタビューは､虐殺の正確な記録を追い求めるのではなく､迫族の声を直に開くことで時代に
翻弄された遺族の意識を外国人の視点から分析していくことが目的であった.インタビューでは､率
直な避族の声を聞くことができた｡筆者の設問に対して特にロが重いというわけではなく､事実や心
情を率直に語ってもらえたと思うDあと十数年もすれば､現在避族会で活動している子ども世代の避
族がほとんどいなくなるoLたがって､今回のインタビュ-で迫族の肉声が開けたことは幸いであっ
たO
このインタビューを通じて､追放は共産主義時代は事件をロにすることができず､事件関係者であ
ることから共産党当局から何らかの抑圧を受けてきたことが明らかになった0-万､体制転換後は自
由になり迫族の真相解明に対する期待が高まった様子が確認できた.また､逝族たちは賭伯や謝罪が
欲しいわけではなく､ただ真実を知りたい､そしてロシアが罪を認めることを腐っているという様子
も浮き彫りになったD
先に述べたとおり､このインタビュ-の詳しい分析は別稿で行っている.拙稿では､逝族がどう生
きてきたかを見ることによって､戦争中､共産主義時代､体制転換後という大きな時代の変化の中で､
事件が一般の生活や当時の政治の中でどのように扱われてきたのかを浮かび上がらせている.
今後は､これらの分析をもとに､対立する歴史認識をどのようにすりあわせていくべきか､またそ
のことが隣国間の国際関係構築にどのような役割を果たしていくのかなどを考えていきたい｡
